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会社法研究会の活動については、既に本誌2020
年4月号にて「法律研究会紹介」としてご紹介し
ております。その後、新型コロナウイルス感染症
の拡大により、会社法研究会の活動は休止を余儀
なくされてしまっておりますが、今般、法律研究
会紹介の「2周目」として、別の側面から会社法
研究会の活動をご紹介する機会をいただいたた
め、本稿では、少し前の話になってしまいますが、
「分科会」の活動及びその成果物についてご紹介
します。

1 分科会発足の経緯
ここ数年、会社法研究会の活動は、毎月の定例
会において、外部講師や会員の弁護士から会社法
や会社にまつわるテーマについてご講演いただく
という「インプット」が中心でした。もちろんこ
れも大変有意義ですが、近年、若手を含め会社法
研究会の会員が増えてきていることもあり、何ら
かの形で研究やアウトプットができればと考え、
2019年に新たな試みとして、会社法研究会の「分
科会」を発足させることとしました。

2 分科会の発足・研究テーマ
会社法研究会の会員に提案したところ、10名ほ
どの先生方から参加の意向をいただき、正式に分
科会発足となりました。分科会長は、澁谷展由弁
護士にお引き受けいただき、まずは分科会のメン
バーで具体的な研究テーマについて議論しまし

た。「コーポレート・ガバナンス」「株主総会」「会
社法改正」「中小企業の会社法」「企業不祥事」など、
さまざまなテーマが案として出された結果、澁谷
先生から、昨今の企業不祥事に関する調査報告書
をテーマに研究を行うのはどうかとのご提案があ
り、研究テーマは企業不祥事の調査報告書に決定
しました。
昨今では重大な企業不祥事が発覚した場合、弁
護士を含めた専門家などから構成される調査委員
会が設置され、調査報告書が公表されるプラクティ
スが定着し、我々もこれら調査報告書を目にする
機会は増えました。これら調査報告書は、多くの
場合、弁護士や会計士、ＩＴ専門家などの各分野
の専門家の関与のもと、専門的知見に基づき、社
外の者には触れることのできない社内資料を調査
し、関係者からヒアリングなども実施した上で、
不祥事の発生原因、再発防止策などをまとめたも
のであり、企業不祥事の予防や、実際に不祥事が
起きた際の調査方法、対処法などについても学ぶ
ことができる大変有益な資料といえます。しかし、
実際の報告書は数百ページに及ぶものも少なくな
いため、複数の報告書を実際に読み、正確に不祥
事の事案を把握することは難しいことも事実です。
そこで、分科会では、これら企業不祥事に関す
る調査報告書を分担して精読し、主要な点をコン
パクトにまとめ、更にはこれらから得られる教訓
なども検討し、企業不祥事の予防、対応に役立つ
ような成果物をまとめようということになりまし
た。

3 第三者委員会報告書30選
幸いなことに、澁谷先生のご紹介で、株式会社
商事法務がこの分科会の活動に関心を持ってくだ
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さり、我々分科会は、商事法務から書籍を出版す
ることを目指して研究を進めることになりまし
た。
分科会としては、社会的関心を集めた著名な事
案、報告書の内容が高く評価されている事案、調
査手法が参考になる事案などの切り口から、取り
上げるべき事案をピックアップしていきました。
問題は、どの程度の数の不祥事事案を対象とす
るか、という点でした。本来であれば、100の事
案を取り上げて「100選」としたいところでした
が、10名程度の限られたメンバーで100の調査報
告書を精読・検討するには何年もかかってしまい、
研究の成果物として日の目を見ることはないので
はないか、との現実的な意見から、一人当たり約
三つの事案を担当し、30の事案をピックアップし
ようということになりました。
また、取り上げる不祥事の類型が偏らないよう
に、不祥事の類型としては「会計不正」、「品質偽
装」、「ハラスメント」、「労働管理の不備」、「反社
排除不十分」、「インサイダー取引」、「海外贈賄」、
「コンプライアンス違反」の８類型に分け30の事
案を選別しました。
私は、東芝（不正会計）、王将フードサービス（反
社排除不十分）、日産自動車（コンプライアンス
違反）の事案を担当しましたが、まず大変なのは、
これらの調査報告書を読み込むことです。報道な
どで事案を知ってはいましたが、その調査報告書
を精読するのは初めてであり、まず内容を把握す
ることに時間を要しました。その上で、事案の概
要・発生原因・再発防止策をできる限り分かりや
すくまとめ、調査委員会による調査方法や当該不
祥事事案の顛末（関係する判決や行政処分、役員
の進退など）についても確認し、最後に当該事案
から学び得る企業の注意点、予防策を検討する、
という作業は、とても勉強になる反面、日頃の業
務を抱えながらの作業は大変なものでした。
しかし、分科会のメンバーは、澁谷先生の適切
な進行管理もあり、大幅な締切りオーバーもなく
（と記憶しております）、大変充実した内容の検討
結果を持ち寄ることができました。
そして、無事に、2020年6月に商事法務より、「第
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三者委員会報告書30選」としてこれら研究成果を
書籍として出版する運び
となりました。お陰様で、
同書籍は弁護士をはじ
め、企業のコンプライア
ンス担当者の方などから
もご好評をいただいてお
ります。

4 最後に
このように、分科会の活動の第一弾は、書籍の
出版という形で実を結びました。これらの活動で
は、「企業不祥事」の事案について、自らが主体
となって検討し、一つの成果物にまとめていくと
いう過程で、より深く不祥事の原因、有効な再発
防止策について考えることができました。また、
「自分がこの会社の社外取締役／監査役であった
として、不祥事の予防に役立てただろうか。また、
発覚した不祥事への迅速・適切な対応ができただ
ろうか」という素朴な疑問にも直面しました。自
分がこのような会社の当事者として事案に直面し
た際に、適切な対応をとれるように準備するため
にも、今回の分科会での研究、成果物のとりまと
めは、多くの事案を知る機会となり、とても有益
な活動であったと考えています。
ご承知のとおり、会社にまつわる重要なトピッ
クは次から次へと現れます。昨今は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大から、活動自体が制限されて
おりましたが、そろそろ、会社法研究会としても、
活動を再開していきたいと考えておりますので、
関心をお持ちの会員の方々は、お気軽にお問い合
わせください。


